
















北米から来た人に そうでもないかもしれないが、私のように人口が少なく歴史も浅いオーストラリアから来た人に そうである︵この間、友人のオーストラリアの大学教授に引率されて初めて日本へやって来た学生 ﹁日本にいる間 行くべきところは？﹂と訊ねられて、何のためらいもなしに﹁美術館﹂と答えた︶ 。中世、近代 現代、どこをとっても日本の美術館には優れた作品がいっぱい展示されている。そして、日本人画家、彫刻家の作品だけ は 、世界中から集められた傑作が並べら ている。
二〇一六年の秋、京都では二つの素晴らしい展覧会が開かれた。どちらも日本の美術界の豊か










の研究分野はかなり近代、現代に偏っている で、中世の日本美術などにそんな 詳しくないが、数年前には四国にある金毘羅さん︵固く呼ぶと金毘羅宮︶と愛称された神社に行って、若冲によって描かれた圧倒的に美しい花の絵を拝見する珍しいチャンスを得た。金毘羅さんは非常に面白い神社で、金丸座とい 回転舞台を持つ日本一古い歌舞伎劇場がそばにある。境内には数々の美術品の宝庫があって、そ 中には円山応挙や伊藤若冲の作が入 ている その時拝見した応挙作品は虎の表象で、実物そっくりのイメージであった。ニコニコ笑っているいたずらっぽい表情をしている虎もいれば 恐ろ く猛獣的な格好している虎もいた。だが、大変驚かせられたのは、応挙と う画家が生きて 虎を見たことがな 、 言われたことである。本物を見なくても、そんなにうまく描くのは本当に天才だ 思わずにはいら なかった。絶滅の危機にさらされている虎 、もしかしたら私の一番好きな動物かも れない で、応挙の虎を見られて本当によかった。だが、その応挙の虎よりも 若冲の樹花の図は信じ いほど見事だった。特に明昭元︵一七六四︶ に描か た﹁花丸図﹂と う作品は素晴らしく、産経新聞では﹁丹念に描か 花 がコマ割り おさめられ かのよう 規則正しく並ぶ﹂と評された。
金毘羅宮で花図を見て、若冲の画家としての天才的な才能が分かったので、京都市立美術館
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気を呼んで る藤田嗣治の戦争画の一枚を初めて見た。 ﹁好き﹂とい 反応がなくても、その画家の、戦争のひどさを表象する才能を認めざるを得ない。戦争協力者なのに、藤田の戦争映像は日本人にとっても 世界中 人々にとっても戦争の空しさ、戦争の意味が全くな ことを表す非常に大事な作品ではないだろうか。後に東京都 で、藤田が描 子供の絵も見て、ちょっと不穏な印象を持った。その子供が 画家の奈良美智 子供とそっ りな だ。 ﹁あ、
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奈良が藤田に影響されたのかな﹂と思い、 ﹁藤田がその不気味な子供をやめて、戦争画にこだわった方がよかったのかな﹂とも思った。広島では他に桂ユキという女性画家の作品に興味を惹かれた。一九三〇年代前半を通して藤田のような画壇の男性画家から指導を受けた桂ユキは、一九三五年あたりから、コルクや葉っぱなどをキャンバスに貼り付けて、コラージュ作品を作り始めた。そのコラージュ的な絵画の印象は非常にパワフルで心に刻み込んでいた。ジェンダー研究に随分前から興味を持ってい 私は日文研に る間に、できるだけ女性作家、女性画家のものを調べて、彼女たちについての文章を書きたいと思っている。
女性画家といえば、松村綾子という画家もいた。仙台市生まれ、京都府立第二高等女学校に
入ってから大体関西で活躍してい 。一九四〇年に京都市展の委員 って 二科会会友にもなったことがある。人物も静物も風景も魅力的に描 家で、一九三七年 描いた﹁影﹂という作品は、当時 不安状態を非常にうまく捕え 映像である。ちょっ シュールレアリスム的な絵で、前景が背中を向けながら跪い る着物姿の女性で埋められて、左 は科学の記号の顕微鏡がある。背景は曖昧なのに、都市空間のような左側がだんだん荒地に重なって、何か脅迫的な印象が与えられてい 戦時下の京都の 性画家の中では、西田幾多郎 女静子も活躍していた。父親は日本を代表する哲学者なの 、静子はマイナー 画家で生年月日も不明のようである。だが、絵が綺麗で美術的 才能 恵まれたと思 。
藤田嗣治の話から明白であるように、日本の二十世紀の美術は不可避的に戦争と関係があ
る。戦争関係の絵画を描 た女性画家に、富山妙子と丸木俊が る 二人とも、日本 戦争責任を認めて、自分の絵画を通じて戦争の残酷さなどを表してい 妙 中国 東北地方 哈爾浜︵ハルビン︶で育ち、地元の少 となかよくなって、戦後に﹁自分も戦争の加害者 ﹂と
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気づいて、自分の美術を通じて、どのように帝国日本が植民地の人々を圧迫したかを表してきた。俊は夫の丸木位里といっしょに 世界中でよく知られたヒロシマ 水墨図を創作して、二十世紀の大変な戦争犯罪の一つ、広島原爆投下の犠牲者の体験を半ば事実的に、半ばシュールレアリスム的に描いた。夫は広島生まれなので、その夫妻には、原爆の影響がよくわかったのである。だが、だんだんいろいろな話題を取り上げて、水俣図も描き、沖縄戦図も創作した。広島図の価値はもちろ 高いが、大日本帝国軍が犯した南京残虐 図はいくら恐ろし ても、ただ印象に留まるだけで終わってしまうかもし い。四メートル×八メートルの衝撃的な大きさで、図の右側に 五、 六人の日本兵士に犯さ た裸 女性 姿が見える。丸木夫妻はチームとして絵画を描い というが、陵辱を受けた女の図は俊 一人で描いた。来日前にそ図の存在を知り、本の 版を何度 見 いたが、今回の滞在中に埼玉県のかなり不便なところにある丸木美術館で実物 直接見 こと できて、ありがたく思う。
外国人として日本の美術館に行く際には、若干美術館係員に迷惑をかけることもあるかもし
れない。日本語の知識 マナー 知識も足りていな からだ。し 、助けてくれる人もいっぱいいるし、丁寧にいろいろと説明 してくれる人も る。そ 人たちのお蔭 日本の美術界に楽しく入らせていただいて すこしだけで 日本の美術を鑑賞させてい だけることになった。外国人の研究者のフェローシップを だ た日文研にた しても、心よ お礼申上げる。
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